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研究成果の概要（和文）：高校生のキャリア形成に対し、学校が提供する学科のカリキュラムだけが影響を与え
るのではない。高校生は、彼らの生活の場である地元で見聞きする大人たちの経験をロールモデルとして捉え、
そこから自らのキャリアを構成していく。このメカニズムは、学校による進路に対する水路づけ機能における強
弱や地域の労働環境や産業情勢と関係している。こうした地域の社会的状況を加味した教育は、これまでの高校
教育では等閑視される傾向にあり、本研究により新たな視座を提供できたと考えられる。

研究成果の概要（英文）：For the career development of high school students, not only the curriculum 
of subjects provided by local high schools, but also the experiences of local adults that high 
school students see and hear as role models, and reconstruct their own careers from there. It can be
 pointed out the importance of career education and career guidance that is conscious of the 
relationship between regional characteristics and guidance within the school.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高校生のキャリア形成は、学校のカリキュラムと生徒の興味・関心が関連していると考えられる。確かに、カリ
キュラムは卒業後の進路を一定の方向に水路付ける。しかし、カリキュラムの中には水路付けが弱いものもあ
る。また、生徒の興味関心も重要な要素であるが、高校生が見聞きする地域の大人たちの状況に左右されるた
め、地域の情勢が進路に対し影響を与えうる。そうした高校生のキャリア意識の形成に係るメカニズムは、これ
までのキャリア教育では十分カバーしきれていなかった領域である。本研究は、今後の学校現場における指導に
おいて、新たな視点を提示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は、産業構造や地理的制約などの地域特性が高校生のキャリア形成にどのように関連
しているのか、高校生調査から彼らの認識を明らかにすることを目的とする。 
これまで高校卒業後の進路は、学校の学力階層によるメリトクラシーで振り分けられ、その下
位層に位置する高校においても学校から職業への「スムーズな移行」が理念的に行われてきた。
こうした高校生と終身雇用を前提とする「日本型雇用」が結びつくことにより、彼らは地元産業
の担い手としてキャリアを形成することができた。ところがバブル経済崩壊以降、経済競争のグ
ローバル化や産業構造の変化、雇用の流動化が進行し、これまでのような進路形成は困難な状況
になった。それにともない、ニートに代表される就労問題や派遣社員、フリーターといった働き
方が注目を集め、それらを顕著に体現した東京の若者やそうした若者を多く輩出する高校の研
究がされてきた。しかし、従来の高校生の進路研究は、現実の就労機会を左右する地域労働市場
や地理的条件からくるライフスタイルなどの変数を軽視し、経済的・文化的な地域特性をふまえ
た分析を欠いてきたことに留意する必要がある。高校生の実際の進路選択は、本人の学力に加え、
教育課程や将来展望に対する意識、日常の学校生活など、さまざまな要素が組み合わさっている
と考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、進路多様校の生徒が学校生活や職業を経験しながら形成していくキャリアに、産業
構造や地理的制約などの地域特性がいかに関連しているのかを明らかにする。 
若者の「学校から職業への移行」の困難が叫ばれて久しい。しかし、若者が抱える困難は地域
の産業構造や地理的条件、それにともなう生活スタイル等の地域特性によって異なる。 
そこで本研究では、大都市と複数の地方都市に焦点を当て、移行上の課題を抱える可能性が高
い高校生へのアンケートやインタビュー調査から、彼らのキャリア展望や進路形成上の課題を
明らかにする。 

 
３．研究の方法 
 本研究では次のような調査・分析を行った。 
１）社会統計からみた地域特性の調査・分析 
２）質問紙調査による高校生の学校生活・キャリア意識調査分析（2019 年 5地域 16校の高校 3
年生を対象） 
３）進路希望別キャリアに関する聞き取り調査 
 
４．研究成果 
１）社会統計からみた地域特性の調査 
本調査では、調査対象地域のうち 4 県を対象に検討を行った（ 1 県 1 校が小規模校である
ため除外）。4県の特徴は表 1のとおりである。 
 

ここでは、学校基本調査、就業構造基本調査や賃金構造基本統計調査、職業安定業務統計、労
働力調査などの労働統計を使用し、分析を行った。そこでは次のことがわかった。 
第 1に、学校の設置状況は一様ではなく地域により状況が異なる。特に、A県 B県は普通科の
比率や大学進学率が全国平均よりも高く、A 県は私立校在籍率も高くなっていた。一方、C 県 D
県では普通科の比率や私立校の在籍率が全国平均よりも低いが、就職者の割合がやや高くなっ
ていた。こうした地域による違いは、域内の経済所得や高等教育機関の設置状況など様々な要因
がある（石黒ほか 2012, 朴澤 2015 など）。すなわち、同じようなタイプの学校に通う高校生で
あっても、生徒の学力層や学校で経験する内容にも違いがありうることが指摘できる。 
第 2に、地域の労働をめぐる状況は、従事する産業だけなく従事者の教育歴も異なることであ
る。全国平均で見れば、鉱業建設製造電気運輸と卸小売金融不動産学術、福祉医療複合サービス
業に従事する就業者が全従業者の中で主な領域となっていた。教育歴別では、高校・旧制中学の
教育歴は鉱業建設製造電気運輸の産業で、大学の教育歴は卸小売金融不動産学術の産業で多く
みられ、教育歴によって従事する産業に違いがあった。だが、こうした教育歴よって従事する産

表 1 調査対象地域の概要 

A 県 B 県 C 県 D 県 
地域経済ブロックの
中心となる大都市が
ある。高度経済成長
期以降、経済の地盤
沈下が進み、懸念さ
れている。 

県庁所在地を中心と
する大都市エリアと
地方都市、過疎エリ
アがあり、移動アク
セスにおいて地域に
よって差がある 

地域ブロックの中心
と都市を抱えるが、
多くは地方都市と過
疎エリアから構成さ
れている。 

地理的特性により、
他地域との移動に制
限があり、産業構造
においても課題を抱
えている。 



業の違いは地域によっても異なる。その差異は、A県 B県では小さくなっていた。こうした地域
によって異なる労働の状況は、それを看取り将来のキャリアを描く高校生の進路形成と関連し
ていると考えられる。 
 
２）質問紙調査による高校生の学校生活・キャリア意識調査分析 
本比較分析では、産業構造や地域の生活状況が異なる大都市と地方工業都市に焦点をあて、そ
の中でも教育課程や学校規模が類似する 2校（A校、B校）を分析対象とした。この 2校は、後
に示すように明瞭な地域の特性があるだけでなく、両校が地域の拠点校でないという点でも類
似している。このことから A校 B校を対象に分析を行った。その結果、次のことがわかった。 
 第 1に、同じ学科、学力層の高校であっても、地域によって高校生のライフスタイルが異なる
点である。大都市 A校の生徒の認識では、通常の教育活動で行われる授業や資格取得の学習だけ
でなく、文化祭などの学校行事や部活動といった学習以外の活動においても、積極的に関わる度
合いが低くなっていた。こうした学校に対する消極的な意識は、地方工業都市 B校と異なる結果
になった。一方、学校外の生活に繋がる消費文化においては、大都市 A校の生徒の方が親和性の
度合いが高い。それゆえ大都市の若者を対象とした消費文化は、学校により提供される高校生の
生活を侵食していると考えられる。地域環境の社会的側面が高校生活の規定要因になりうるの
である。 
 第 2に、地域の違いはキャリア意識にも関連する点である。地方工業都市 B校では、将来の進
路に対する切迫感が強く、職業生活を安易に考えない傾向が見られた。この背景には大都市 A校
の地域と比較し、第二次産業に従事する大人が多く、仕事の種類が限定的である。そのため、高
校生にとってキャリアの将来像が単純化され描きやすいことが考えられる。また、B校にはキャ
リア形成に関して人との繋がりを重視する生徒が多く、日常的に人との関係性が見えやすいと
考えられる。こうした生活環境の違いは、将来のキャリアに対する認識に影響を与えていると思
われる。 
 第 3に、消費文化への傾倒とキャリア意識の関連の仕方は、地域によって異なる点である。す
なわち、消費文化志向の生徒は、大都市 A校では働く条件を重視する傾向があるのに対し、地方
工業都市 B校では何とかなるといった楽観的な意識と収入を重視するといった現実的な認識が、
共存する傾向が見られた。こうした地域による認識の違いは、地域の地理学的な特性との関連が
考えられ、今後さらなる究明が求められる。 
 こうした結果は、同じようなカリキュラム・学力層の生徒であっても、生活する地域の特性に
より学校生活、キャリアに影響を及ぼす可能性を明示しており、地域の特性を看過した高校生研
究の限界を示唆している。特に、キャリア意識に関しては、地域の産業構造や労働市場との関係
が深い。本稿は、そうした地域別に分析を試みようとする今後の研究に対し、布石を投じること
ができた。 
 
３）進路希望別キャリアに関する聞き取り調査 
本調査では、地理的な制約を受けやすく、製造業に従事する人の割合が小さい地域の高校で、
キャリア意識に関する聞き取り調査を行った。具体的には、進路希望ごとにグループ分けし、集
団面接法により実施した。主な回答は以下のとおりである。 
高校への志望理由では、「学力や通学の利便性により選択している」のように、入学時の難易
度や学校への通い易さが学校を選択する上で重要な要素となっている。また、「資格が取れる」
「就職をしたい」「資格やビジネスマナーを学びたい」「家族に専門科出身者がおり、専門教育を
受けたい」など、科の特徴を理解して入学する生徒も少なくない。他には「自分の入りたい部活
動の設備が整っている」のように、課外活動に魅力を感じて入学する生徒もいた。 
専門教科の学習に関しては、多くの生徒が「最初は難しい」と回答している。しかし、「熱心
な先生の指導によりわかるようになった」「補習があって良かった」のように、教師らの手厚い
指導により専門教科への適応が促され、最終的には自己の職業アイデンティティの形成に寄与
しているケースが見られた。だが、全ての生徒が専門教科に適応しているわけではない。「資格
の意味がわからない」「勉強をやってもわからない」といった消極的な回答があり、意欲が高ま
らず、むしろ苦手意識など負の印象を与え、専門外の領域へ関心を向ける生徒もいた（特に専門
学校進学希望者）。 
将来の職業や生活の場所については、「資格の学習を通じて、専門教科に関連した仕事を探す」
のように専門科の特性を生かした進路を考える生徒が多くいたが、「将来は看護師になりたい」
のように専門科が想定しない職業を希望する生徒もいた。また、「給料が多い都会で就職したい」
「地元では商売が成立しない」といった地域のビジネス環境の課題により、地元を離れることを
前提に進路を考える生徒も少なくなかった。さらに女子生徒においては、「将来の親の介護のた
め、どこかのタイミングで地元に戻りたい」のように、ジェンダーに関わる意見が少なからず見
られた。 
このように生徒のキャリア意識は、学校で学ぶ内容が影響を及ぼす一方で、生徒は生活してい



く中で経験する地域の大人たちのキャリア認識や地域の産業構造を解釈し、それに対応したキ
ャリアを描いていた。これらは、個々の興味関心や適性に基づくこれまでの進路指導では想定し
てこなかったキャリア形成の様相だと言えるだろう。 
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